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忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！
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国
で
は
、「
三
本
の
矢
」
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
民
需
主

導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
に
よ
る
早
期
財
政
健

全
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
に
よ
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

で
、
新
た
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
根
幹
を
な

す
地
方
税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
歳
入
が
減
少
す

る
一
方
で
、
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
歳
出
の

増
大
が
進
み
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
著
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
編
成
し
た
本
市
の
平

成
26
年
度
予
算
は
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
徹
底
的
な
コ
ス
ト
縮
減
を
図

り
、
持
続
可
能
な
財
政
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、

第
5
次
行
田
市
総
合
振
興
計
画
の
実
現
に
向

け
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
行
田
市
版
骨
太

の
方
針
」
の
3
つ
の
柱
で
あ
る
「
人
口
減
少
対

策
」「
安
心
安
全
の
確
保
」「
魅
力
あ
る
ま
ち
の

創
出
」
を
推
進
す
る
重
点
政
策
へ
財
源
を
優
先

的
に
配
分
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
市
制
施

行
65
周
年
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
事
業
の
重
点

化
や
総
点
検
に
よ
る
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
、

「
明
日
の
元
気
な
行
田
」
を
切
り
開
く
た
め
の

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平成26年度予算予算当初当初 をお知らせしますをお知らせします

●市税…市民税、固定資産税などの税金
●地方交付税…市町村の財政力などに応じて国税の一
部が配分されるもの

●市債…市の借入金(借金)
●国庫（県）支出金…国(県)からの負担金、補助金、委託金

●地方消費税交付金…消費税のうち、一定割合が国か
ら県を通じて配分されるもの
●繰入金…基金(積立金)の取り崩しなど
●繰越金…前年度からの繰越金

市　税
　防災対策の財源に充てるために引き上げた
個人市民税均等割の他、法人市民税などで増
収が見込めるものの、個人市民税所得割、固
定資産税などの減収がこれを上回ると見込ま
れ、前年度より910万円の減(△0.1％）となりま
した。

国庫支出金
　小・中学校特別教室のエアコン設置に対す
る補助金や、社会保障・税番号制度導入に伴
うシステム整備費補助金などにより、前年度
より3億2,640万円の増（11.2％）となりました。

繰入金
　財源不足を補うための財政調整基金の取り
崩しは、前年度より1億円増えて、4億円を見
込んでいます。この他、引き続きふるさとづく
り事業、行田エコタウン創出事業に充てるた
めの基金の取り崩しを予定しています。　

市　債
　小・中学校特別教室のエアコン設置や斎場
式場棟新築などを実施するため、前年度より6
億550万円の増（21.8％）となりました。借り入
れに当たっては、引き続き合併特例債など有
利なものを活用していきます。

民生費
　生活保護扶助費や障害者自立支援給付費と
いった社会保障費に5,382万円の自然増が見込
まれることなどにより、前年度より8,733万円の
増(1.0％)となりました。

教育費
　小・中学校特別教室のエアコン設置、総合
体育館外部改修、公民館耐震改修などの建設
事業の増加により、前年度より10億3,576万円
の増（37.0％）となりました。

総務費
　退職者の減少による退職手当の減などがあ
るものの、コミュニティセンター耐震改修工
事の実施などにより、全体としては2,922万円
の増（1.0％）となりました。

土木費
　きっずプラザあおい隣接公園の整備や、総
合公園ジョギングコース改修の終了などによ
り、前年度より1億7,789万円の減（△6.0％）と
なりました。

　平成26年度は、小・中学校特別教室へのエアコン設置
事業、斎場式場棟新築事業、消費増税に伴う歳出全般の増
加など拡大要因が重なる中、その他の建設事業費や経常的
な事務経費を抑制して編成を行いました。

歳
　入

一般
会
計

歳
　出

用
語
説
明

●民生費…児童・高齢者・障害者福祉、生活保護などの
経費
●教育費…学校教育、生涯学習などの経費
●総務費…庁舎管理、戸籍、徴税、選挙などの全般的な事
務事業の経費
●土木費…道路、河川、公園の整備などの経費

●公債費…借入金(市債)の返済金と利子
●衛生費…疾病予防、健康増進、ごみ処理などの経費
●消防費…消防活動、災害対策などの経費
●商工費…商工業や観光振興などの経費
●農業費…農業振興、生産基盤整備などの経費　

用
語
説
明

予算規模は、前年度比 4.8％
額にして 11億8,000万円の増

258億
6,000万円

一般会計
歳入/歳出

一般
会
計

歳 入
258億

6,000万円
99億9,549万円
38.6%

42億円
16.2%

32億5,332万円
12.6%

33億8,080万円
13.1%

14億3,938万円
5.6%

11億2,385万円
4.4%

4億6,900万円
1.8%

4億5,000万円
1.7%

5億6,816万円
2.2%

9億8,000万円
3.8%

市　税

地方交付税

国庫支出金

市　債

県支出金

地方消費税
交付金

諸収入

繰入金 繰越金

その他

歳 出
258億

6,000万円

92億1,027万円
35.6%

11億9,152万円
4.6%

23億1,502万円
9.0%

25億8,360万円
10.0%

38億3,150万円
14.8%

3億6,890万円
1.4%

3億3,131万円
1.3%

3億7,355万円
1.4%

消防費

商工費 農業費

その他

民生費

27億8,164万円
10.8%

28億7,269万円
11.1%

土木費

総務費 教育費

公債費

衛生費
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●民生費…児童・高齢者・障害者福祉、生活保護などの
経費
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一般
会
計

歳 入
258億

6,000万円
99億9,549万円
38.6%

42億円
16.2%

32億5,332万円
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33億8,080万円
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14億3,938万円
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11億2,385万円
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4億5,000万円
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2.2%

9億8,000万円
3.8%

市　税
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258億

6,000万円

92億1,027万円
35.6%

11億9,152万円
4.6%

23億1,502万円
9.0%
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10.0%

38億3,150万円
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3億6,890万円
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3億3,131万円
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民生費
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10.8%
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11.1%

土木費

総務費 教育費

公債費

衛生費

会計名 平成26年度 平成25年度 増減額 増減率
(%)

一般会計 258億6,000万円 246億8,000万円 11億8,000万円 4.8

特
別
会
計

国民健康
保険 97億436万円 94億6,391万円 2億4,045万円 2.5

下水道 22億1,246万円 24億3,110万円 △2億1,864万円 △ 9.0

交通災害
共済 4,031万円 2,514万円 1,517万円 60.3

介護保険 54億4,574万円 52億5,019万円 1億9,554万円 3.7

南河原地区
簡易水道 1億2,963万円 1億3,274万円 △311万円 △ 2.3

後期高齢者
医療 7億6,988万円 7億2,692万円 4,296万円 5.9

小　計 183億238万円 180億3,000万円 2億7,238万円 1.5

公営企業会計
（上水道） 24億7,365万円 24億2,742万円 4,623万円 1.9

合　　計 466億3,603万円 451億3,742万円 14億9,861万円 3.3

会計別の当初予算額

※ 1 万円未満を四捨五入しているため、小計、合計、増減額
が合わないことがあります。
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子育て環境の充実
○きっずプラザあおい運営事業 1,083万円
昨年度に整備した公園併設型の子育て支援施設を開設し、
相談事業や各種講座などを行います。

☆幼稚園預かり保育支援事業 1,632万円
幼稚園が行う預かり保育について、受け入れた児童年齢
に応じた運営費を補助します。

○子ども医療費支給事業 2億5,200万円
中学校卒業までの通院費用と入院費用を助成します。

交流人口の拡大
○ふるさとづくり事業 4,519万円
足袋蔵などの歴史的建造物の改修・活用事業に
対して助成を行います。

☆古代をテーマにしたまちづくり事業 161万円
歴史体験ツアー、古代米レシピ開発、シンポジ
ウムなど行田の「古代」の魅力を発信する事業を
展開します。

○観光客誘致推進事業 5,194万円
忍城おもてなし甲冑隊を活用した事業やポタリ
ングによる観光の利便性向上など、さらなる観
光客誘致を図ります。

☆駅前の顔づくり事業 620万円
ＪＲ行田駅前広場周辺、秩父鉄道行田市駅周辺
におけるにぎわいの創出に向け、市民とのワー
クショップなどを行い、整備計画を策定します。

特色ある教育の推進
○いじめ対策事業 236万円
「いじめそうだんホットライン」の設置やアンケート
による学校集団アセスメント、ネットパトロールな
どを実施します。

○小学校英語教育推進事業 3,451万円
本市独自に策定したカリキュラムにより、小学校全
学年で英語活動を実施します。

○少人数学級編制事業 1億3,461万円
小学１年生から小学3年生、および中学校全学年を
対象として、少人数学級編制を行います。

○小・中学校トイレ改修事業(平成25年度補正予算繰
越分を含む) 5億2,000万円
小・中学校のトイレ改修を計画的に進めます。

☆小・中学校特別教室エアコン設置事業
 7億8,237万円
昨年度実施した普通教室への設置に続き、特別教室
にも快適な学習環境を確保します。

定住化の促進
○子育て世帯の定住化促進事業 2,800万円
転入者の住宅取得や市内事業者施工の住宅購入に対し、
商品券や奨励金による助成を行います。

○企業立地促進事業 1億165万円
企業が進出しやすい環境を整備し、優良企業の誘致や雇
用の創出を図ります。

☆エコノミックガーデニング推進事業 210万円
地元中小企業が活躍できるビジネス環境を創出し、企業
成長による地域経済活性化を図ります。

健康づくりの推進
○健康長寿体操普及啓発事業 100万円
運動機能を維持・向上する「ながちか体操」のサポー
ターを養成し、体操の推奨により健康寿命の延伸を
図ります。

○市民けんこう大学開催事業 63万円
地域への健康づくり意識普及の原動力となる人材を
育てます。

☆ヘルスアップ企業認定事業 17万円
従業員の健康づくりに取り組む企業と連携し、働き
盛り世代に対する健康づくり施策を推進します。

☆行田市・上野村健康づくり事業 30万円
平成24年度に健康づくり協定を結んだ群馬県上野村
と健康づくりをテーマとしたフォーラムを開催します。

行田エコタウンの創出
○住宅用太陽光発電システム設置補助事業 2,000万円
自然エネルギーの有効活用、環境負荷の軽減のため、
設置者へ費用の一部を補助します。

○電気自動車等導入補助金 150万円
電気自動車またはプラグインハイブリッド自動車の
導入費用の一部を補助します。

○防犯灯ＬＥＤ化事業 5,294万円
自治会防犯灯のＬＥＤ照明への切り替えを進めます。

適切なインフラ整備
○橋りょう長寿命化事業 3,300万円
長寿命化計画に基づく橋りょうの架け替え、修繕を進め
ていきます。

○通学路安全対策事業 500万円
通学路の安全対策を進め、児童・生徒の安全を確保します。

☆管路長寿命化計画策定事業(下水道特別会計） 880万円
昨年度から進める緑町ポンプ場長寿命化計画策定に加え、
管路の計画策定に向けた調査を開始します。

地域づくりの推進
○安心生活創造事業 428万円
高齢者などが安心して暮らせるよう、見守りや
買い物支援などの支え合いの体制づくりを行い
ます。

○いきいき元気サポーター養成事業 48万円
高齢者などに対し、日常生活における身の回り
の支援を行うため、いきいき・元気サポーター
を養成します。

○安心・安全情報キット、安心・安全情報カード
配布事業 17万円
単身の高齢者などに対し、救急搬送時に必要な
情報を確認できるキットと携帯用カードを配布
します。

防災体制の強化
○防災行政無線更新事業 1億5,483万円
平成25年度から27年度までの3カ年で親局・子局の更新
を行います。

○緊急防災体制整備事業 1,485万円
避難所用発電機の更新、避難所備蓄倉庫の整備を計画的
に進めていきます。

☆天井非構造部材耐震調査事業 3,331万円
小・中学校の屋内運動場をはじめとした公共施設の天井
非構造部材の耐震調査を行います。

人口減少対策人口減少対策
魅力ある
まちの創出
魅力ある
まちの創出

☆市制施行65周年記念事業 530万円
65周年を記念してＮＨＫ公開番組の収録や市民提案
型記念事業を実施します。

☆斎場式場棟新築事業 6億8,500万円
老朽化した斎場のリニューアルを計画的に進めてお
り、その一環として式場棟の新築工事を行います。

☆生活路線バス運行補助事業 1,651万円
行田吹上線の運行維持のため、運行経費の一部を助
成します。

☆まちづくり元気創出事業 100万円
自治会が新たな公共の担い手となる足掛かりをつくり
ます。

その他の施策その他の施策

安心安全の確保安心安全の確保

▶問い合わせ　財政課財政担当(内線326)

☆印は新規事業
主な施策と予算額

平成26年度 当初予算をお知らせします当初予算をお知らせします

平成26年度の
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子育て環境の充実
○きっずプラザあおい運営事業 1,083万円
昨年度に整備した公園併設型の子育て支援施設を開設し、
相談事業や各種講座などを行います。

☆幼稚園預かり保育支援事業 1,632万円
幼稚園が行う預かり保育について、受け入れた児童年齢
に応じた運営費を補助します。

○子ども医療費支給事業 2億5,200万円
中学校卒業までの通院費用と入院費用を助成します。

交流人口の拡大
○ふるさとづくり事業 4,519万円
足袋蔵などの歴史的建造物の改修・活用事業に
対して助成を行います。

☆古代をテーマにしたまちづくり事業 161万円
歴史体験ツアー、古代米レシピ開発、シンポジ
ウムなど行田の「古代」の魅力を発信する事業を
展開します。

○観光客誘致推進事業 5,194万円
忍城おもてなし甲冑隊を活用した事業やポタリ
ングによる観光の利便性向上など、さらなる観
光客誘致を図ります。

☆駅前の顔づくり事業 620万円
ＪＲ行田駅前広場周辺、秩父鉄道行田市駅周辺
におけるにぎわいの創出に向け、市民とのワー
クショップなどを行い、整備計画を策定します。

特色ある教育の推進
○いじめ対策事業 236万円
「いじめそうだんホットライン」の設置やアンケート
による学校集団アセスメント、ネットパトロールな
どを実施します。

○小学校英語教育推進事業 3,451万円
本市独自に策定したカリキュラムにより、小学校全
学年で英語活動を実施します。

○少人数学級編制事業 1億3,461万円
小学１年生から小学3年生、および中学校全学年を
対象として、少人数学級編制を行います。

○小・中学校トイレ改修事業(平成25年度補正予算繰
越分を含む) 5億2,000万円
小・中学校のトイレ改修を計画的に進めます。

☆小・中学校特別教室エアコン設置事業
 7億8,237万円
昨年度実施した普通教室への設置に続き、特別教室
にも快適な学習環境を確保します。

定住化の促進
○子育て世帯の定住化促進事業 2,800万円
転入者の住宅取得や市内事業者施工の住宅購入に対し、
商品券や奨励金による助成を行います。

○企業立地促進事業 1億165万円
企業が進出しやすい環境を整備し、優良企業の誘致や雇
用の創出を図ります。

☆エコノミックガーデニング推進事業 210万円
地元中小企業が活躍できるビジネス環境を創出し、企業
成長による地域経済活性化を図ります。

健康づくりの推進
○健康長寿体操普及啓発事業 100万円
運動機能を維持・向上する「ながちか体操」のサポー
ターを養成し、体操の推奨により健康寿命の延伸を
図ります。

○市民けんこう大学開催事業 63万円
地域への健康づくり意識普及の原動力となる人材を
育てます。

☆ヘルスアップ企業認定事業 17万円
従業員の健康づくりに取り組む企業と連携し、働き
盛り世代に対する健康づくり施策を推進します。

☆行田市・上野村健康づくり事業 30万円
平成24年度に健康づくり協定を結んだ群馬県上野村
と健康づくりをテーマとしたフォーラムを開催します。

行田エコタウンの創出
○住宅用太陽光発電システム設置補助事業 2,000万円
自然エネルギーの有効活用、環境負荷の軽減のため、
設置者へ費用の一部を補助します。

○電気自動車等導入補助金 150万円
電気自動車またはプラグインハイブリッド自動車の
導入費用の一部を補助します。

○防犯灯ＬＥＤ化事業 5,294万円
自治会防犯灯のＬＥＤ照明への切り替えを進めます。

適切なインフラ整備
○橋りょう長寿命化事業 3,300万円
長寿命化計画に基づく橋りょうの架け替え、修繕を進め
ていきます。

○通学路安全対策事業 500万円
通学路の安全対策を進め、児童・生徒の安全を確保します。

☆管路長寿命化計画策定事業(下水道特別会計） 880万円
昨年度から進める緑町ポンプ場長寿命化計画策定に加え、
管路の計画策定に向けた調査を開始します。

地域づくりの推進
○安心生活創造事業 428万円
高齢者などが安心して暮らせるよう、見守りや
買い物支援などの支え合いの体制づくりを行い
ます。

○いきいき元気サポーター養成事業 48万円
高齢者などに対し、日常生活における身の回り
の支援を行うため、いきいき・元気サポーター
を養成します。

○安心・安全情報キット、安心・安全情報カード
配布事業 17万円
単身の高齢者などに対し、救急搬送時に必要な
情報を確認できるキットと携帯用カードを配布
します。

防災体制の強化
○防災行政無線更新事業 1億5,483万円
平成25年度から27年度までの3カ年で親局・子局の更新
を行います。

○緊急防災体制整備事業 1,485万円
避難所用発電機の更新、避難所備蓄倉庫の整備を計画的
に進めていきます。

☆天井非構造部材耐震調査事業 3,331万円
小・中学校の屋内運動場をはじめとした公共施設の天井
非構造部材の耐震調査を行います。

人口減少対策人口減少対策
魅力ある
まちの創出
魅力ある
まちの創出

☆市制施行65周年記念事業 530万円
65周年を記念してＮＨＫ公開番組の収録や市民提案
型記念事業を実施します。

☆斎場式場棟新築事業 6億8,500万円
老朽化した斎場のリニューアルを計画的に進めてお
り、その一環として式場棟の新築工事を行います。

☆生活路線バス運行補助事業 1,651万円
行田吹上線の運行維持のため、運行経費の一部を助
成します。

☆まちづくり元気創出事業 100万円
自治会が新たな公共の担い手となる足掛かりをつくり
ます。

その他の施策その他の施策

安心安全の確保安心安全の確保

▶問い合わせ　財政課財政担当(内線326)

☆印は新規事業
主な施策と予算額

平成26年度 当初予算をお知らせします当初予算をお知らせします

平成26年度の
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4
月
1
日
か
ら
富
士
見
町
2
丁
目
区
域
内
（
富

士
見
町
2
丁
目
の
一
部
）
の
道
路
で
、
自
動
車

の
最
高
速
度
を
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
規
制

し
ま
し
た
。
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
制
限
速
度
を
守

り
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
「
ゾ
ー
ン
30
」
…
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通

安
全
対
策
の
一
つ
。
一
定
の
範
囲
内
の
生
活

道
路
で
自
動
車
の
最
高
速
度
を
時
速
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
設
定
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
取
り
組
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
警
察
署
☎
5
5
3
―

0
1
1
0

　

2
月
8
日
・
9
日
の
大
雪
に
続
き
、
2
月
14

日
・
15
日
の
大
雪
で
は
、
首
都
圏
を
中
心
に
道

路
の
寸
断
、
公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
孤
立
集

落
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
は
熊
谷
で
62
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
秩
父
で
98
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い

ず
れ
も
観
測
史
上
1
位
と
な
る
積
雪
を
記
録

し
、
本
市
で
も
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
凍
結
し
た
道
路
で
の
転
倒
や
交

通
事
故
に
よ
る
軽
傷
者
8
人
、
農
業
ハ
ウ
ス
や

カ
ー
ポ
ー
ト
へ
の
被
害
を
は
じ
め
、
住
家
・
農

業
用
生
産
施
設
の
損
壊
、
倒
木
・
立
ち
木
の
枝

折
れ
な
ど
の
物
的
被
害
が
約
1
千
70
件
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
雪
に
対
し
て
、
市
で
は
速
や
か
に
除

雪
作
業
を
実
施
し
た
他
、
被
害
状
況
の
確
認
、

り
災
証
明
書
の
発
行
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
農
業
用
生
産
施
設
被
害

に
対
す
る
見
舞
金
の
支
給
、
廃
材
と
な
っ
た

カ
ー
ポ
ー
ト
屋
根
材
の
受
け
入
れ
を
3
月
31
日

ま
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
り
災
証

明
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
行
っ
て
い

ま
す
。

「
ゾ
ー
ン
30
」速
度
規
制
を

実
施
し
て
い
ま
す

大
雪
へ
の
対
応
に
つ
い
て

対
応
状
況
（
3
月
19
日
現
在
）

り
災
証
明
書
申
請
件
数�

189
件

カ
ー
ポ
ー
ト
屋
根
材
受
け
入
れ
件
数�

87
件

記録的な大雪による被害が発生
市で行った対応を報告します

125
東行田駅

秩
父
鉄
道

富士見

長野一丁目

富士見工業団地前

●●●

●●●

●●●

新たに「ゾーン30」の指定と
なった地域
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3
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
野
口
昭
夫
氏

（
若
小
玉
）
、
柿
沼
利
明
氏
（
天
満
）
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　
固
定
資
産
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審
査
委
員
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監
査
委
員
事
務
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内
・
内
線
3
2
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）

野
口
昭
夫
氏
、柿
沼
利
明
氏
が
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た

柿沼　利明 氏 野口　昭夫 氏

り
災
証
明
と
は

　

り
災
証
明
は
、
地
震
、
台
風
、
大
雨
な
ど
の

災
害
に
よ
り
、
住
家
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
場

合
、
り
災
の
事
実
お
よ
び
程
度
を
証
明
す
る
書

類
で
す
。
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
り
災
者
の
申

請
後
、
市
職
員
が
調
査
を
し
ま
す
。
※
発
行
ま

で
に
数
日
か
か
り
ま
す
。

何
に
使
う
の
か

　

保
険
金
の
請
求
や
そ
の
他
支
援
、
減
免
措
置

な
ど
の
救
済
処
置
が
あ
る
場
合
に
、
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
会
社
な
ど
の
請
求

先
に
確
認
し
、
必
要
な
場
合
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
先

①
建
物
に
被
害
を
受
け
た
場
合

　

…
税
務
課
資
産
税
担
当

②
棚
卸
資
産
な
ど
の
動
産
に
被
害
を
受
け
た
場

合
（
事
業
者
に
限
る
）

　

…
商
工
観
光
課
商
工
振
興
担
当

※
「
動
産
り
災
申
告
書
」
を
受
理
し
、
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
。

①
②
以
外
の
も
の
（
自
動
車
、
家
財
な
ど
）
に

被
害
を
受
け
た
場
合
…
防
災
安
全
課
防
災
担
当

※
不
明
な
点
は
防
災
安
全
課
へ

　

災
害
に
よ
る
被
害
が
広
範
囲
に
渡
る
場
合
、

市
職
員
の
現
地
調
査
ま
で
に
時
間
を
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

撤
去
・
修
理
な
ど
を
行
う
前
に
、
被
害
の
状
況

を
写
真
な
ど
で
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
雨
、
雷
、
突
風
、
竜
巻
、
大
雪
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

規
模
の
被
害
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
し
て
高
い

意
識
を
持
ち
、
気
象
情
報
や
気
象
の
変
化
に
十

分
注
意
を
払
う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
家

族
で
避
難
場
所
、
安
否
確
認
の
方
法
、
非
常
持

出
品
の
確
認
を
す
る
な
ど
の
「
自
助
」
や
地
域

で
助
け
合
う
「
共
助
」
と
し
て
の
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。

り
災
証
明
な
ど
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い

災
害
に
備
え
て

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

市民の皆さまへ

　このたびの大雪
では、本市におき
ましてもこれまで
に経験したことの
ない記録的な積雪
となり、ビニール
ハウスやカーポー
トの倒壊など、多
くの被害が発生し
ました。被害に遭
われた市民の皆さ
まには心からお見

舞い申し上げます。
　市では、交通量の多い主要幹線道路や通学
路について、土木事業者等に依頼し、いち早
く除雪を実施いたしました。困難な状況の中
ご尽力いただいた皆さまに深く感謝申し上げ
ます。また、手の回らない生活道路では、多
くの市民の皆さまが力を合わせ除雪作業を行
ってくださいました。地域における共助が生
かされたものと心強く感じられたところでご
ざいます。おかげをもちまして、降雪の混乱
を最小限に抑えることにつながりました。私
のもとへも、市民の方々から感謝の声を多数
いただいております。ご協力いただいた皆さ
まに深く感謝申し上げますとともに、厚く御
礼申し上げます。
　今後とも、市民の皆さまの安心・安全の確
保に向けて、的確な災害対応に努めてまいり
ます。

行田市長
工藤　正司
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0：02

行田市の魅力紹介動画を配信しています行田市の魅力紹介動画を配信しています
　 2月25日から、市ホームページ内のぎょうだ動画チャン
ネルで「行田市の魅力紹介動画」を配信しています。
　今回作成した動画は、本市の観光スポットや各種イベン
トなどを、現在取り組んでいる「川のまるごと
再生プロジェクト」のエリアごとに紹介し
ていますので、ぜひご覧ください。
　また、この動画を収録したDVD
を市民の皆さんなどに貸し出しま
す。ご希望の方は広報広聴課まで
申し込みください。

行田の魅力を動画で発信!

　　 行田市ＣＭコンテストの
入賞作品が決定しました
　　 行田市ＣＭコンテストの
入賞作品が決定しました
第1回

　第1回行田市ＣＭコンテストの作品を募集したところ、市内外から36点の
応募をいただき、審査委員会において審査した結果、次の方の作品が入賞し
ました。
　どの作品も、本市の特徴を魅力的に紹介しており、個性あふれる作品となっ
ています。入賞作品は市ホームページで配信していますので、ぜひご覧くだ
さい。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴
担当（内線318）

最優秀賞 優秀賞

審査委員特別賞

「行田へGO」
狩野　雄太さん

（東京都板橋区）

「むかしあたらし行田市」
栄羽　武史さん

(春日部市)

「また来るね」
JI・GA・JI

代表 野原 　徳秀さん
(東京都板橋区)

「豊かな水とみどり
歴史ある街行田」

金井　義介さん
(押上町)

パチ
パチパチ パチ
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▼
日
時　
4
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
完
売
次
第
終
了

▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

▼
購
入
資
格　
18
歳
以
上
の
方

▼
販
売
単
位　
1
万
円
（
1
千
円
券
10
枚
に
プ

レ
ミ
ア
ム
分
1
枚
を
加
え
た
合
計
1
万
1
千

円
分
）

▼
購
入
限
度
額　
1
人
5
万
円
ま
で

▼
利
用
期
間　
4
月
26
日
㈯
～
7
月
31
日
㈭

▼
利
用
で
き
る
店
舗　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
共
通

商
品
券
取
扱
参
加
加
盟
店
（
店
頭
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
）

▼
注
意　
自
動
車
・
商
品
券
・
ビ
ー
ル
券
・
図

書
券
・
切
手
・

印
紙
・
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
換
金

性
の
高
い
も

の
は
商
品
券

を
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

▼
発
行
団
体　

行
田
市
商
店

会
連
合
会

▼
問
い
合
わ
せ

同
連
合
会
☎

5
5
6
―
8

0‌

0‌

3

市
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
共
通
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

平成23年度に発行された行田市内共通商品券

市制施行65周年記念事業

世界一への田んぼアート
田植え体験参加者
世界一への田んぼアート
田植え体験参加者
大 募 集

　古代蓮の里東側の水田をキャンバスに見立て、色彩が異なる複数の稲を植え付けて表現する
「田んぼアート」。7年目となる今年は「市制施行65周年記念事業」として、ギネス世界記録TMの認
定を目指し約2.8ヘクタールの水田に壮大なアートを描きます。
　そこで、この「世界一への田植え体験」に参加する方を募集します。

▶期　　日	 6月15日㈰※雨天決行
▶場　　所	 古代蓮の里東側の水田
▶内　　容	 午前中1～2時間程度の田植え
▶応募資格	 市内外を問わず、どなたでも参加できます。
▶定　　員	 800人(先着順)
▶参 加 費	 【高校生以上】1,000円【中学生以下】500円
	 （保険料・食事代・温泉入浴料など）
▶そ の 他	 参加者には後日収穫した米をプレゼント
▶申し込み	 4月1日㈫～5月16日㈮に住所、氏名、年齢、

性別、電話番号を記入の上、FAX、Eメール
のいずれかの方法で田んぼアート米づくり体
験事業推進協議会※電話での申し込みも可

	 【FAX】556―4933
	 【Eメール】tanboart@city.gyoda.lg.jp
▶問い合わせ	 同協議会事務局(農政課内・内線386）

9



①臨時福祉給付金
▶対象

平成26年1月1日現在、本市の住民基本台帳に登録
されており、平成26年度の市民税（均等割）が課税
されていない方
※市民税が課税される方の扶養親族などや生活保

護を受けている方などは対象になりません。
▶給付額

支給対象者1人につき10,000円
※老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金な

どの受給者は15,000円

②子育て世帯臨時特例給付金
▶対象

・平成26年1月1日現在、本市の住民基本台帳に登
録されており、平成26年1月分の児童手当(特例
給付含む)を受給している方で、平成25年中の
所得が児童手当の所得制限を超えていない方

・平成26年1月1日に生まれた児童を養育し、平成
26年2月分の児童手当を受給する方で、平成25
年中の所得が児童手当の所得制限額を超えてい
ない方

▶支給対象となる子ども
・平成26年1月分の児童手当の対象となる子ども
・平成26年1月1日に生まれ、平成26年2月分の児

童手当の対象となる子ども
※臨時福祉給付金の対象となる方や生活保護を受

けている方は対象になりません。

▶給付額
　支給対象となる子ども1人につき10,000円
▶公務員の方へ

平成26年1月1日時点で本市の住民基本台帳に登録
されている方は、所属庁ではなく、本市で支給し
ます。申請手続きの前に所属庁にて、「公務員児童
手当(特例給付)受給状況証明書」および公務員用
の「子育て世帯臨時特例給付金申請書(請求書）」を
受領してください。

厚生労働省の相談窓口
　給付金に関する一般的な問い合わせに対応するた
め、厚生労働省では専用ダイヤルを設置しています。
制度の概要についての問い合わせは、専用ダイヤル
をご利用ください。
▶受付時間	 午前9時～午後6時(土・日曜日、祝日

を除く)
▶専用ダイヤル

☎ 0570―03
み

7
な

―1
いい

9
きゅう

2
ふ

（両給付金共通）

※申請方法など、詳細な内容が決まり次第「市報
ぎょうだ」や市ホームページなどでお知らせし
ます。

▶問い合わせ
	 臨時福祉給付金については福祉課臨時福祉給付金

担当(内線458)
	 子育て世帯臨時特例給付金については子育て支援

課子育て世帯臨時給付金担当(内線395)

「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します
　 4月からの消費税率の引き上げによる、低所得者や子育て世帯の経済的負担を緩和するため、次のとおり「臨時福祉給
付金」または「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

平成26年1月1日現在、本市の住民基本台帳に登録があり、平成26年度市民税が課税される見込みですか

平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）を受給していますか

□はい
　（受給している）

□はい（課税）

□いいえ
　（受給していない）

□いいえ（非課税）

臨時福祉給付金
の支給対象者です

●をご確認ください ●をご確認ください①をご確認ください ②をご確認ください
※平成26年1月1日現在、本市以外の市町村に住んでいた方は、1月1日現在住んでいた市町村へ問い合わ
せください。

子育て世帯
臨時特例給付金
の支給対象者です

支給対象では
ありません

支給対象かどうかチェックしてみましょう

102014. 4 　市報 ぎょうだ



　

行
田
市
消
防
団
（
山
岸
敏
秀
団
長
）
が
、
総

務
省
よ
り
「
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
平
常
時
の
活
動
に
お
い
て
地
域

防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
た
全
国
の
模
範
と
な

る
消
防
団
や
、
団
員
確
保
に
つ
い
て
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
消
防
団
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。
本
市
の
消
防
団
は
、
平
成
25
年
度
に
団

員
の
定
員
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
視

点
を
生
か
し
た
火
災
予
防
や
応
急
救
護
の
普
及

を
目
的
と
し
て
女
性
消
防
団
員
を
初
め
て
任
用

す
る
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
消
防
団
長
は
「
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
消
防
団
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
総
務
課
☎
5
5
0 

― 

2
1
2
0

行
田
市
消
防
団
が
総
務
省
消
防
庁

長
官
表
彰
を
受
賞

工藤市長に総務省消防庁長官表彰を
受賞したことを報告する山岸敏秀消
防団長

生活習慣病の早期発見、早期治療に

▶対　　象	 行田市国民健康保険(次の全てに該当する方）
	 ・行田市国民健康保険の被保険者で、資格を取得してから1年以上経過した方
	 ・申請日当日、満35歳以上の方
	 ・国民健康保険税を完納している世帯の方
	 後期高齢者医療保険(次の全てに該当する方）
	 ・埼玉県後期高齢者医療制度の被保険者で、市内に住所を有する方
	 ・後期高齢者医療保険料を完納している方
▶検査項目	 人間ドック、脳ドック※併診も可
▶助成金額

	 ※検査内容によっては、別途追加料金が発生する場合がありますので、医療機関にご確認ください。
▶申込方法	 １直接、受検する医療機関に予約をします。
	 ２保険年金課で申請書を記入し、承認決定通知書を受け取ってください。

※申請の際は印鑑と保険証を持参してください。必ず事前申請が必要です。ドック受検後
は申請できませんのでご注意ください。

	 ３予約した日に保険証と承認決定通知書を持参し検査を受けてください。
※当日は、自己負担額を医療機関に支払ってください。

▶受検できる医療機関
　(人間ドック)

　(脳ドック)

人間ドック・脳ドック検査料を助成します

種　　類 検査料 助成金 自己負担額
人間ドック 39,960円 27,250円 12,710円
脳ドック 医療機関が定める額 20,000円 検査料から20,000円を控除した額

併診ドック 医療機関が定める額 40,000円 検査料から40,000円を控除した額

医療機関名 所在地 電話番号
(医)おくだいら内科クリニック 門井町3―19―5 556―7877
(医)加藤内科医院 旭町3―2 556―3253
(医)川島胃腸科 佐間1―18―39 553―0001
行田協立診療所 本丸18―3 556―4581
(医)行田中央総合病院健康管理センター 富士見町2―17―17 553―2426
(医)栗原医院 本丸11―35 556―2272
(医)壮幸会行田総合病院 持田376 552―1111
ハピネス診療所 長野7296―1 559―0082
松原医院 長野1―31―10 553―6700
やまかわ内科クリニック 壱里山町18―6マルオカビル2階 564―1488

医療機関名 所在地 電話番号
(医)石井クリニック 下忍1089―1 555―3519
(医)行田中央総合病院健康管理センター 富士見町2―17―17 553―2426
(医)壮幸会行田総合病院 持田376 552―1111

▶問い合わせ	 同課国保担当(内線271）または医療担当(内線226）
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①
芳よ

し

川か
わ

波は

山ざ
ん

の
登
用

　

文
政
6
年
（
1
8
2
3
）
3
月
、
桑
名
藩
主
松
平

忠た
だ

堯た
か

は
武
蔵
国
忍
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ

り
桑
名
藩
校
進
脩
館
の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

忍
へ
転
封
と
な
っ
た
忠
堯
は
こ
こ
で
も
藩
校
の
設
置

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
転
封
に
よ
る
莫ば

く

大だ
い

な
費
用
が

藩
の
財
政
を
圧
迫
し
た
た
め
、
設
置
は
な
か
な
か
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
教
官
を
勤
め
た
奥お

く

平だ
い
ら

玄げ
ん

甫ぽ

が
そ
の
任
を
解

か
れ
た
た
め
、
新
た
に
教
官
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
藩
主
忠
堯
は
転
封
の
翌
年
（
1
8
2
4
）、

当
時
名
声
の
高
か
っ
た
近
藤
棠と

う

軒け
ん

を
藩
儒
と
し
て
招

き
ま
し
た
が
、
翌
年
に
急
逝
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
幕

府
の
儒
官
林は

や
し

述じ
ゅ

斎さ
い

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
推
薦
を
得

て
家
来
と
し
た
の
が
芳
川
波
山
で
す
。

　

波
山
は
、
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
潮い

た
こ来
（
茨
城
県
潮
来
市
）
の
出

身
で
、
江
戸
や
長
崎
で
学
ん
だ
後
、
一
時
期
伊
豆
国

下
田
で
塾
を
開
い
て
い
ま
し
た
。江
戸
に
戻
っ
た
後
、

文
政
9
年
（
1
8
2
6
）
に
昌

し
ょ
う

平へ
い

坂ざ
か

学
問
所
に
入
門

し
た
と
こ
ろ
、
林
述
斎
の
目
に
と
ま
り
、
松
平
忠
堯

か
ら
百
石
を
与
え
ら
れ
忍
藩
儒
と
な
っ
た
の
で
す
。

②
忍
藩
校
進
脩
館
の
設
立

　

波
山
が
藩
儒
と
な
っ
て
か
ら
も
藩
校
の
設
立
は

な
か
な
か
進
ま
ず
、
波
山
は
忍
城
内
や
自
宅
で

藩
士
に
学
問
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
天
保
7
年

（
1
8
3
6
）、
よ
う
や
く
忍
城
内
に
進
脩
館
の
建
物

が
建
設
さ
れ
、
藩
校
が
設
立
し
ま
し
た
。
前
の
忍
藩

主
阿
部
家
の
時
代
に
は
藩
校
が
な
か
っ
た
た
め
、
進

脩
館
が
忍
藩
で
設
立
さ
れ
た
最
初
の
藩
校
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
阿
部
家
の
家
臣
の
半
数
が
江
戸
詰

め
で
、
国
元
よ
り
は
江
戸
で
学
ぶ
藩
士
が
多
か
っ
た

た
め
、
藩
校
の
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

進
脩
館
の
組
織
は
、
波
山
を
は
じ
め
と
す
る
儒
者

が
2
～
3
人
の
他
、
こ
れ
を
補
佐
す
る
代
講
者
や

長お
さ

取と
り

、
助
読
な
ど
の
役
職
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
内

容
は
儒
学
と
軍
学
で
す
が
、
儒
学
は
内
容
を
暗あ

ん

誦し
ょ
うす

る
素
読
か
ら
始
ま
り
、
勉
強
が
進
む
と
初
学
者
へ
の

指
導
も
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
む

と
会
読
や
輪
読
と
い
っ
て
当
日
抽
選
に
よ
り
講
議
分

担
を
決
め
、
各
自
順
番
に
演
述
し
、
質
疑
応
答
を
し

た
後
に
儒
者
や
長
取
が
出
来
具
合
を
判
定
し
ま
し
た
。

　

軍
学
で
は
3
～
4
尺
の
砂
を
入
れ
た
箱
を
囲
み
、

山
川
を
区
画
し
た
り
城
郭
を
模
写
し
た
り
し
て
、
攻

防
戦
の
形
勢
を
学
び
ま
し
た
。
授
業
開
始
は
午
前
8

時
か
ら
始
ま
り
、
正
午
に
は
終
了
し
た
よ
う
で
す
。

休
日
は
年
末
年
始
の
他
、
毎
月
1
・
15
・
28
日
、
五

節
句
な
ど
で
し
た
。

　

こ
の
進
脩
館
で
勉
強
し
た
藩
士
が
、
幕
末
か
ら
明

治
初
期
の
忍
藩
を
支
え
て
い
き
ま
し
た
。

▶問い合わせ	 ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

芳
川
波
山
と
忍
藩
校
進
脩
館
の
設
立

小学生素読発表のリハーサルを実施します
　７月５日㈯・6日㈰に開催される全国藩校サミット
行田大会で、小学生による素読発表を予定していま
す。このたび、小学生の素読教室を公開しますので、
ぜひご覧ください。
▶日　　時	 5月18日㈰午前9時30分～11時30分
▶場　　所	 産業文化会館ホール

▶内　　容	 埼玉小学校の児童と忍藩子ども塾の塾
生が全国藩校サミット行田大会に向け
て素読発表のリハーサルを行います。

▶入 場 料	 無料
▶主　　催	 第12回全国藩校サミット行田大会実行

委員会、（公財）忍郷友会

全国藩校サミット行田大会

芳
川
波
山
書
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市
民
の
趣
味
や
団
体
の
日
ご
ろ
の
活
動
の
成

果
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
か
ら

発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
の
他
、
楽
し
い
企
画
ア

イ
デ
ア
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　
7
月
19
日
㈯
～
21
日
㈪
午
前
11
時
～

午
後
6
時
（
展
示
な
ど
は
午
前
9
時
～
午
後

9
時
30
分
）

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ

▼
募
集　
活
動
紹
介
、
活
動
発
表
、
体
験
講
座
、

展
示
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー
ジ
、
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
な
ど

▼
主
催　
み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

▼
申
し
込
み　
地
域
づ
く
り
支
援
課
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
、
各
公
民
館
で

配
布
し
て
い
る
参
加
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
5
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
企
画
ア
イ
デ
ア
は
、
み
ず
し
ろ

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。【
持
参
・
郵
送
】

〒
3
6
1
―
8
6
0
1 

行
田
市
本
丸
2
―

5 

み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務

局
（
行
田
市
地
域
づ
く
り
支
援
課
内
）【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
6
―
3
0
8
3
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

chiikizukuri@
city.gyoda.lg.jp

▼
問
い
合
わ
せ　
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
地

域
づ
く
り
支
援
課
内
・
内
線
2
5
3
）

　

行
田
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
息
づ
く

ま
ち
で
、
歴
史
散
策
や
自
然
散
策
を
楽
し
む
観

光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

行
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
行
田
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
入
会
し
た
方
に
は
、
勉
強
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
員
と
な
っ
て
、
一
緒
に
本
市
の
観
光
を
盛

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
観
光
案
内
所

（
同
会
受
付
）
☎
5
5
0
―
1
6
1
1
ま
た

は
行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・
内

線
3
8
2
）

み
ず
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

参
加
団
体・ス
タ
ッ
フ・ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

行
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

を
募
集
し
ま
す

笑顔あふれる第3日曜日新緑の上野村で健康づくり

　毎月第3日曜日午前
8時 ～10時 の開 催で
おなじみとなった「行
田軽トラ朝市」。同朝
市は平成22年度から
開始し、今年で5年目
を迎えました。行田
の農産物の魅力を発
信するため、今年も
定期開催を行い、「安
心・安全・新鮮」な行田の農産物とそれらを使った加
工品などを皆さんにお届けします。おいしい行田の
農産物と、元気で明るい生産者に出会える行田軽ト
ラ朝市に足を運んでみてはいかがですか。
▶開 催 日	 毎月第3日曜日※次回の開催は4月20日
▶開催時間	
	 【3月～11月】午前8時～10時
	 【12月～2月】午前9時～11時(冬時間)

※販売状況などにより終了が早まる場合があります。
※雨天時も開催しますが、強雨・強風などの場合は中

止となることがあります。
▶開催場所	 産業文化会館南側芝生広場
▶問い合わせ	 行田軽トラ朝市実行委員会事務局(農

政課内・内線386）

　全身に高い運動効果をもたらすノルディック
ウ ォ ー ク は、 誰
でも気軽に楽し
むことができる、
ポールを使った
歩 行 運 動 で す。
新緑に囲まれた
上 野 村 で、 一 味
違ったウオーキ
ングを楽しみま
せんか。
▶期　　日	 5月9日㈮・15日㈭・21日㈬※バスに

て日帰り
▶対　　象	 市内在住の方
▶定　　員	 各日20人（先着順）
▶参 加 費	 4,000円（ガイド・昼食・温泉入湯料、傷

害保険料を含む）
▶申し込み	 3日間の内、いずれか1日を選択の上、

4月18日㈮までに電話で保健センター健康づくり
支援担当

▶問い合わせ	 同センター健康づくり支援担当（市役
所内・内線378）

5年目突入！行田軽トラ朝市ノルディックウォークを
楽しむ「ほんのりむら旅ツアー」

観光客に行田の魅力を伝える観光ボランティア
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快
晴
日
数
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

行
田
だ
か
ら
太
陽
光
で
発
電
を

市
で
は
、
市
民
が「
安
心
安
全
」に「
低
価
格
」で

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

市
内
の
15
事
業
主
と
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

信
頼
の
お
け
る
市
内
の
事
業
主
が
、
シ
ス
テ
ム

の
相
談
か
ら
設
置
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
設
置
を
検

討
し
て
い
る
方
は
、
各
事
業
主
ま
た
は
環
境
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　市の補助金を活用し、発電システムを設置した方を対象に、アンケート調査を実施しましたので、
その一部を紹介します。全てのアンケート調査の結果については、市ホームページをご覧ください。

アグゼ㈱
持田3̶6̶7　☎555̶3459

オオノガス㈱
桜町1―22―23　☎553―0391

㈱アックスマチコー
佐間1―2―16　☎556―2848

大野建設㈱
持田3―4―3　☎553―0100

おうちサポートフカイ
城西3―9―6　☎554―5747

㈱オープンハウス
下忍1853―3　☎555―6161

小川工業㈱
桜町1―5―16　☎556―3100

㈲門倉工務店
長野4615　☎559―0485

サイカン工業㈱
栄町5―3　☎556―6171

㈱サイサン
藤原町1―8―1　☎0120―41―3130

埼玉ソーラー機器㈱
持田1―1―26　☎553―1541

㈱清水アーネット
忍2―19―1　☎525―2131

東日本メディコム㈱
斎条128　☎550―3330

㈱ファイブイズホーム
持田3―2―17　☎556―7785

㈱むかさ商店
忍2―11―15　☎553―2741

設
置
協
力
事
業
主
の
市
内
15
社
を
紹
介
し
ま
す（
50
音
順
）

市民限定特別融資
太陽光発電システム　利用者の声

三菱電機
単結晶シリコン
4.14ｋＷ・168万円

メーカー
素　　材
税込価格

パナソニック
単結晶系ハイブリッド
4.32ｋＷ・170万円

メーカー
素　　材
税込価格

パナソニック
単結晶系ハイブリッド
4.32ｋＷ・169万円

メーカー
素　　材
税込価格

京セラ
多結晶シリコン
4.00ｋＷ・178万円

メーカー
素　　材
税込価格

ノーリツ
多結晶シリコン
4.10ｋＷ・178万円

メーカー
素　　材
税込価格

長州産業
単結晶系ハイブリッド
3.90ｋＷ・180万円

メーカー
素　　材
税込価格

シャープ
単結晶シリコン
4.00ｋＷ・146万円

メーカー
素　　材
税込価格

シャープ
単結晶シリコン
4.00ｋＷ・144万円

メーカー
素　　材
税込価格

メーカー　

素　　材　

税込価格　

三菱電機

単結晶シリコン

4.17ｋＷ・183万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.32ｋＷ・180 万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.10ｋＷ・175万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
シャープ

単結晶シリコン

4.00ｋＷ・155万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

シャープ

単結晶シリコン

4.20ｋＷ・166万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.32ｋＷ・170万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.08ｋＷ・170万円

※1 スレート傾斜屋根一面設置の場合とします。モジュール、パワーコンディショ
ナー、架台および発電モニターならびにそれらの取り付けおよび配線工事費を含
みます(足場工事は含みません)。

※2 4キロワット相当を標準とした価格です。設置できるパネルの大きさは屋根の形
状により異なりますので、事業主を選定の上、設置診断・相談・見積もり(いずれ
も無料)を依頼してください。

メーカーの講習を受けた安心の作業員が、最適な設置工事を行
います。

パネルおよびパワーコンディショナーには最低10年、設置工事
に起因した雨漏りにも最低10年の防水を保証します。

2. 安心・安全な施工

住宅用に適した世界最高水準、安心の国内メーカー結晶シリコ
ン系パネルを取りそろえました。1. 安心の国内メーカー

3. 安心の長期保証

を活用できる市内の金融機
関を紹介します(50音順)

熊谷商工信用組合行田支店
金　　利 3.2％
備　　考 組合員資格のない方は出資金

1,000円が必要。完済後に払
い戻し可。

住　　所 天満3―16
電話番号 ☎552―1011

武蔵野銀行行田支店
金　　利 3.85％
住　　所 行田4―5
電話番号 ☎556―3195

ほくさい農業協同組合行田中央支店
金　　利 2.98％(内一括前取保証料0.68％)
備　　考 組合員資格のない方は出資金

10,000円が必要。完済後に払
い戻し可。

住　　所 富士見町1―8－1
電話番号 ☎556―1171

太陽光発電システムのメリット、満足したことを
教えてください。
・使用していない余分な電気を電力会社に売ること

ができ、思っていた以上に光熱費が節約できました。

・家族の環境保全に対する意識が変わり、無駄な電気
を使わずに節電することができました。

これから太陽光発電システムを設置しようとされ
る方へのアドバイスをお願いします。
・施工業者は比較して、アフターサービスがしっかり

している安心・安全な業者を選んでください。

・普及拡大とともにシステム設置の費用は下がると
思いますが、補助金のある今がチャンスだと思います。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

（40代・男性）（30代・男性）

補助金もある今がチャンス（1件につき80,000円）。詳しくは16ページをご覧ください。
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　市の補助金を活用し、発電システムを設置した方を対象に、アンケート調査を実施しましたので、
その一部を紹介します。全てのアンケート調査の結果については、市ホームページをご覧ください。

アグゼ㈱
持田3̶6̶7　☎555̶3459

オオノガス㈱
桜町1―22―23　☎553―0391

㈱アックスマチコー
佐間1―2―16　☎556―2848

大野建設㈱
持田3―4―3　☎553―0100

おうちサポートフカイ
城西3―9―6　☎554―5747

㈱オープンハウス
下忍1853―3　☎555―6161

小川工業㈱
桜町1―5―16　☎556―3100

㈲門倉工務店
長野4615　☎559―0485

サイカン工業㈱
栄町5―3　☎556―6171

㈱サイサン
藤原町1―8―1　☎0120―41―3130

埼玉ソーラー機器㈱
持田1―1―26　☎553―1541

㈱清水アーネット
忍2―19―1　☎525―2131

東日本メディコム㈱
斎条128　☎550―3330

㈱ファイブイズホーム
持田3―2―17　☎556―7785

㈱むかさ商店
忍2―11―15　☎553―2741

設
置
協
力
事
業
主
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市民限定特別融資
太陽光発電システム　利用者の声

三菱電機
単結晶シリコン
4.14ｋＷ・168万円

メーカー
素　　材
税込価格

パナソニック
単結晶系ハイブリッド
4.32ｋＷ・170万円

メーカー
素　　材
税込価格

パナソニック
単結晶系ハイブリッド
4.32ｋＷ・169万円

メーカー
素　　材
税込価格

京セラ
多結晶シリコン
4.00ｋＷ・178万円

メーカー
素　　材
税込価格

ノーリツ
多結晶シリコン
4.10ｋＷ・178万円

メーカー
素　　材
税込価格

長州産業
単結晶系ハイブリッド
3.90ｋＷ・180万円

メーカー
素　　材
税込価格

シャープ
単結晶シリコン
4.00ｋＷ・146万円

メーカー
素　　材
税込価格

シャープ
単結晶シリコン
4.00ｋＷ・144万円

メーカー
素　　材
税込価格

メーカー　

素　　材　

税込価格　

三菱電機

単結晶シリコン

4.17ｋＷ・183万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.32ｋＷ・180 万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.10ｋＷ・175万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
シャープ

単結晶シリコン

4.00ｋＷ・155万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

シャープ

単結晶シリコン

4.20ｋＷ・166万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.32ｋＷ・170万円

メーカー　

素　　材　

税込価格　

　
パナソニック

単結晶系ハイブリッド

4.08ｋＷ・170万円

※1 スレート傾斜屋根一面設置の場合とします。モジュール、パワーコンディショ
ナー、架台および発電モニターならびにそれらの取り付けおよび配線工事費を含
みます(足場工事は含みません)。

※2 4キロワット相当を標準とした価格です。設置できるパネルの大きさは屋根の形
状により異なりますので、事業主を選定の上、設置診断・相談・見積もり(いずれ
も無料)を依頼してください。

メーカーの講習を受けた安心の作業員が、最適な設置工事を行
います。

パネルおよびパワーコンディショナーには最低10年、設置工事
に起因した雨漏りにも最低10年の防水を保証します。

2. 安心・安全な施工

住宅用に適した世界最高水準、安心の国内メーカー結晶シリコ
ン系パネルを取りそろえました。1. 安心の国内メーカー

3. 安心の長期保証

を活用できる市内の金融機
関を紹介します(50音順)

熊谷商工信用組合行田支店
金　　利 3.2％
備　　考 組合員資格のない方は出資金

1,000円が必要。完済後に払
い戻し可。

住　　所 天満3―16
電話番号 ☎552―1011

武蔵野銀行行田支店
金　　利 3.85％
住　　所 行田4―5
電話番号 ☎556―3195

ほくさい農業協同組合行田中央支店
金　　利 2.98％(内一括前取保証料0.68％)
備　　考 組合員資格のない方は出資金

10,000円が必要。完済後に払
い戻し可。

住　　所 富士見町1―8－1
電話番号 ☎556―1171

太陽光発電システムのメリット、満足したことを
教えてください。
・使用していない余分な電気を電力会社に売ること

ができ、思っていた以上に光熱費が節約できました。

・家族の環境保全に対する意識が変わり、無駄な電気
を使わずに節電することができました。

これから太陽光発電システムを設置しようとされ
る方へのアドバイスをお願いします。
・施工業者は比較して、アフターサービスがしっかり

している安心・安全な業者を選んでください。

・普及拡大とともにシステム設置の費用は下がると
思いますが、補助金のある今がチャンスだと思います。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

（40代・男性）（30代・男性）

補助金もある今がチャンス（1件につき80,000円）。詳しくは16ページをご覧ください。
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